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安全上のご注意

 警 告 ：人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を

未然に防止するためのものです。

また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをすると生じる

ことが想定される内容を「警告」　「注意」の２つに区別しています。いずれも安全に関する重要な内容

ですので、必ず守ってください。

 警　告

お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

絵表示の例 記号は禁止行為であることを告げるものです。図の中や近傍に

具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)が描かれています。

● 記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグを

コンセントから抜いてください)が描かれています。

 注 意 ：人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。

● 修理技術者以外の人は、絶対に分解

したり修理・改造しないこと

火災・感電・けがの原因となります

● お手入れやランプ交換の際は、ペンダントスタイル

ファンの運転を停止し、照明を消すこと

次に必ず分電盤のブレーカを切ること

また、ぬれた手でスイッチを入／切しないこと

感電やけがをすることがあります

● 調理器具の高さは150mm以下の物を

使用すること

また、調理器具ロの最大カロリー数

は5.23kW(4,500kcal)以下の物を使

用すること

火災や製品の破損につながります

● 炭火や七輪等での使用はしないこと、

また天ぷら等調理油の加熱により火

災のおそれのある調理はしないこと

一酸化炭素中毒のおそれや製品の破

損につながります

● 交流100Ｖ以外では使用しないこと

火災・感電の原因となります

● ガス漏れのときは、スイッチを入／切

しないこと

爆発・引火のおそれがあります

分解 ・ 修理
改造禁止

操作禁止

電源を切る

使用禁止使用禁止

使用禁止

分電盤

スイッチ
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安全上のご注意 (続き)

 警　告

取扱注意

取扱注意

使用禁止

使用禁止

水かけ禁止

運転停止

 注　意

手袋をする

電源を切る

分電盤

高温注意

接触禁止

● 製品を布・紙等でおおったりしないこと

また、カーテンや揮発物等の燃えやす

いものに近づけないこと

火災のおそれが

あります

● 電気部品（モータ・スイッチ等）は、

水・洗剤等の液体につけたりかけた

りしないこと

ショート・感電の

おそれがあります

● 指定以外のランプを使わないこと

ランプ周辺が高温となり、やけど

のおそれがあります

● 異常時（煙が出たり、変なにおいがす

る等）には、速やかに電源を切ってお

買い上げの販売店にご相談ください

感電・火災のおそれがあります

● 本体に異常な振動が発生した場合、

使用しないこと

本体・部品の落下によりけがをするお

それがあります

● 調理中、油に火がついたときは、運転

を止めること

運転をしていると、火の勢いがよけい

に強くなり危険です

● お手入れの際は、必ず厚手の手袋を

すること

鋼板の切り口や角でけがをするおそ

れがあります

● 長期間ご使用にならないときは、

必ず分電盤のブレーカを切ること

絶縁劣化による感電や漏電火災の原因

になります

● ランプの交換は、ガラスやランプが

十分冷めてからおこなうこと

やけどのおそれがあります

● ランプおよびその周辺には、手を触れ

ないこと

高温になるため、やけどを

することがあります
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安全上のご注意 (続き)

 注　意

接触禁止

接触禁止

取付注意

取扱注意

接触禁止

落下注意

● 運転中は指や物を絶対に入れないこと

けがをするおそれが

あります

● 調理中は、整流板や周辺の部品に手を

触れないこと

整流板や部品が落下して、やけどや

けがをすることがあります

● お手入れの際にはずした整流板や部品

の取り付けは確実におこなうこと

落下によりけがをする

おそれがあります

● 照明ガラス部分に物をぶつけたり、

衝撃を与えないこと

ガラスが割れてけがをすることがあり

ます

● 部品を落とさないように両手でしっか

りと支えること

落下するとけがをしたり、部品の傷・

変形の原因となります

● 製品のすきまに、異物（金属類や燃え

やすいもの等）を差し込まないこと

感電、火災のおそれがあります



5
1P02 0781

使用上のお願い

● 調理器具を使用するときは、必ずペンダントスタ

イルファンを運転してください

運転しないとフード内の温度が上がり、製品の損

傷や高熱による故障の原因となります

● 調理器具の空焚きは絶対にしないでください

製品の損傷や高熱による

故障の原因となります

● 整流板やフィルターをはずして使用しないでくだ

さい

吸い込みが悪くなります

また、内部の汚れの原因と

なります

● 市販のフィルターに交換したり、重ねて使用しな

いでください

吸い込みが悪くなり、異音・振動が発生する

場合があります

● 室内の気温が低いときに使用された場合には

ペンダントスタイルファンの表面が結露すること

があります

この場合は拭き取って使用してください

● エアコンの風が直接当たらないようにしてくだ

さい

風を受けると、吸い込みが悪くなります

オープンな場所では特にペンダントスタイル

ファンから漏れやすくなります

● 部屋の扉や窓からの風が強い場合には、横風等の

影響で煙の捕集性能が悪くなる場合があります

ペンダントスタイルファン近辺の扉や窓からの横

風等の影響がないようにしてください
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使用上のお願い(続き)

● フードに、頭などをぶつけないよう、十分ご注意

ください

思わぬけがをすることがあります

● フードに、物などをぶつけないよう、ご注意くだ

さい

傷、破損の原因となります

● フードのガラスにシールなどを貼り付けないで

ください

強化ガラスの飛散防止フィルムがはがれることが

あります

● 照明使用時は、コーナーの照明カバー部に触れない

よう、ご注意ください

高温になるため、やけどをすることがあります

● IHクッキングヒーター（電気こんろ）を使用時、

ペンダントスタイルファンがあたたまりにくい

ため、結露（水滴）が生じることがあります

お手数ですがその際は滴下する前に拭き取って

ご使用ください

特に冬期など気温の低い状況では結露がしやすく

なりますのでご注意ください

● ペンダントスタイルファンの運転中は給気をおこ

なってください

壁に空気の取入口を設けるか、部屋の扉を少し開

けてください

空気の取り入れが不十分ですと

換気性能が低下します

● 調理器具の真上、80cm以上に取り付けてあるか確

認してください

火災予防のため、火災予防条例ではグリスフィル

ターの下端が調理器具の真上、80cm以上必要です
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各部のなまえ

壁などに取り付けられた本装置用スイッチで、運転・照明など各スイッチを操作してください。

運転スイッチ

ファンをON/OFFします。

強弱スイッチ

運転風量の強弱を切り替えます。

照明スイッチ

照明をON/OFFします。

照明の明るさの調整をします。

操作方法

キャンドルライトＵ
（K-CLU/CLUJ シリーズ）

キャンドルライト
（P-CL シリーズ）
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電源を切る

 注　意

お手入れのしかた

 警　告

手袋をする
取付注意

分電盤

スイッチ

● お手入れやランプ交換の際は、ペンダントスタイル

ファンの運転を停止し、照明を消すこと

次に必ず分電盤のブレーカを切ること

また、ぬれた手でスイッチを入／切しないこと

感電やけがをすることがあります

● 調理器具を使用中にはお手入れはしないこと

● 電気部品（モータ・スイッチ等）は、水・洗剤等の

液体につけたりかけたりしないこと

ショート・感電のおそれがあります
水かけ禁止

● おそうじはこまめにする
・油が付着した状態で長期間ご使用になりますと、酸化した油で塗装面が変質して塗装はがれの
原因になります。【変質がひどいと擦っただけではがれることがあります。】

● 中性洗剤を使う
・おそうじの際には台所用中性洗剤をご使用ください。右図のものを使用されますと
塗装面が変色したり、キズがついたり、はがれたりするおそれがあります。
汚れがひどく、アルカリ性合成洗剤を使われる場合は、洗剤に表示されている使用上の
注意をよくお読みになって、目立たないところで試してからご使用ください。

ペンダントスタイルファンの油汚れ落としに最適な、弊社推奨の弱アルカリ
合成洗剤「サットレールスプレー」、「サットレールシート」があります。

お問い合せは裏表紙をご覧ください。

● 熱湯は変形のもと
・６０℃以上の熱湯は使用しないでください。樹脂部品が変形するおそれがあります。

● ファンを変形させない
・ぶつけたり、落としたりして変形したファンで運転すると、振動や異音が発生するおそれがあります。

● ファンをはずした状態では運転しない
・ファンをはずした状態で運転しないでください。モータが過熱して故障の原因になります。

お手入れの際のお願い

● お手入れの際は、必ず厚手の手袋を

すること

鋼板の切り口や角で

けがをするおそれが

あります

● お手入れの際にはずした

整流板や部品の取り付け

は確実におこなうこと

落下によりけがをする

おそれがあります
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11111 整流板をはずします

①整流板の外周部を両手で支えながら内側に指を入れ、

真下に引き下げます。

②整流板落下防止ワイヤーが支持用ロッドの１つにねじ

止めされていますので、ねじを緩めて取りはずします。

取りはずしのしかた

お手入れのしかた (続き)

22222 フィルターをはずします

フィルター取りはずし穴に指を入れ、本体

のフィルターアンロック位置（ 印）まで

フィルターを回し、下側へ取りはずします。

（フィルターの２ヶ所のツメが本体の

フィルター受け部からはずれます。）

組み立てのしかた

11111 フィルターを取り付けます

フィルター取りはずし穴がフィルターアンロック位置

（ 印）の延長線上になるようフィルターを押し当て、

フィルター取りはずし穴とフィルターロック位置（ 印）

が一直線になるまで時計方向へ回します。２ヶ所のツメが

フィルター受け部に固定されたことを確認してください。

整流板を落とさないようにご注意ください。

フィルターから滴下した油が整流板にたまっていることがありますのでご注意ください。

22222 整流板を取り付けます

①整流板を持ち上げ、落下防止ワイヤーを支持用

ロッドにねじ止めします。

②両手で整流板を持ち、落下防止ワイヤーが

フードの穴に入っていることを確認しながら

２本の固定用ロッドの先端をフードの穴に入

れ、ロックされるまで上方向へ押し上げます。

お願い 確実にロックされたか確認してください。

落下防止ワイヤーは必ず支持用ロッドに取り付けてください。取り付けずに使用した場合、

使用中やお手入れの際などに整流板が落下してケガや破損の原因となります。

フィルターを落とさないようにご注意

ください。

お願い

お願い
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お手入れのしかた (続き)

 警　告

水かけ禁止

あまり汚れないうちにそうじしてください。期間が長くなると、油が固まって汚れが落ちにくくなります。

特にフィルター・整流板は汚れたらその都度おそうじしてください。

■ フィルター
（汚れたらその都度お手入れしてください。）

■ 本体・フード・整流板・ダクト（内部）
（汚れたらその都度お手入れしてください。）

中性洗剤溶液に浸した布で汚れをふきとったあと、洗剤が残ら

ないよう、清水で湿らせた布で洗剤を良くふきとってください。

お願い

● 整流板ははずしてお手入れしてください。

（変形するおそれがあります。）

● はずした整流板は平らな面でお手入れしてください。

（変形・キズの原因となります。）

● 洗剤スプレー等を直接かけないでください。ガラスと鋼板面の

すきまに洗剤が滲入し、ふき取れなくなることがあります。

中性洗剤を溶かしたぬるま湯に浸したのち、やわらかい布や

スポンジなどで洗ってください。

汚れを落としたあと、洗剤が残らないように水洗いし、水気を

とってから取り付けてください。

お願い

フィルターはこまめにおそうじしてください。

目詰まりを放置すると、吸い込み不良や異音・振動の原因となります。

● 電気部品（モータ・スイッチ等）は、

水・洗剤等の液体につけたりかけた

りしないこと

ショート・感電の

おそれがあります

 注　意

● お手入れの際は、必ず厚手の

手袋をすること

鋼板の切り口や角でけがをする

おそれがあります手袋をする

お願い
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 注　意

● ご使用の電球が切れたときは、家電量販店などでKTクリプトン電球（定格100V 60W・口金E17）を

購入し（一部の家電量販店では注文扱いとなります。お取り寄せに時間のかかる場合があります。）

交換してください。

電球交換のしかた

お願い

● ぬれた手で製品に触らないでください。

● 電球は無理に回転させたり、引っ張ったり、振動や衝撃を加えたりしないこと

落下によるけがの原因となることがあります

手袋をする

● ランプ交換の際は、ペンダントスタイルファンの

運転を停止し、照明を消すこと

次に必ず分電盤のブレーカを切ること

また、ぬれた手でスイッチを入／切しないこと

感電やけがをすることがあります

分電盤

スイッチ

電源を切る

● 指定以外のランプを使わないこと

ランプ周辺が高温となり、やけどのおそれがあります

使用禁止

● お手入れの際は、必ず厚手の手袋をすること

鋼板の切り口や角でけがをするおそれがあります

必ず守る

必ず守る

 警　告

● ランプの交換は、ガラスやランプが十分冷めて

からおこなうこと

やけどのおそれがあります
高温注意

● 電球の着脱は両手で静かに扱い、取り付けは確実におこなうこと

落下によるけがの原因となることがあります
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電球交換のしかた(続き)

11111 整流板・フィルターをはずします

はずしかたは９ページをご覧ください。

44444 電球を交換します

切れた電球を取りはずし、ソケットに新しい電球を

確実に取り付けます。

55555 フロントパネルを取り付けます

落下防止ワイヤーをフロントパネルの穴に

通します。次にフロントパネルを手で支え

ながら、一方の固定用スプリング先端を縮

めて本体の取付穴に入れます。もう一方も

同様にして本体の取付穴に入れ、そのまま

パネルを押し上げます。

※ 確実に固定されたか確認してください。

33333 フロントパネルをはずします

①フロントパネル端のすき間に指を入れ、

軽く押し下げて手が入る程度の隙間を

つくります。

②フロントパネルを手で支えながら一方の

固定用スプリングを手で握り、先端を縮

めながら下側へ取りはずします。

同様にしてもう一方の固定用スプリング

を取りはずします。

③落下防止ワイヤーをフロントパネルの穴

から取りはずします。

77777 フィルター・整流板を取り付けます

取り付けかたは９ページをご覧ください。

22222 化粧ねじをはずします

フロントパネル上部内側にある化粧ねじ２本

をはずします。

（フィルターをはずすと化粧ねじが見えます。）

66666 化粧ねじを取り付けます

手順２ではずした化粧ねじ２本を取り付けます。
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故障かなと思ったら

修理を依頼されるまえに　次の点をもう１度お調べください。

● 異常時（煙が出たり、変なにおいがする等）には、速やかにブレーカを切ってお買い上げの販売店にご相談ください。

●分電盤のブレーカを「入」にする。

●電球の交換をする。

●電球を取り付け直す。

（12ページ参照）

●コネクタを接続する。

（CLシリーズ・取付説明書19ペー

ジ参照）（CLU/CLUJシリーズ・取

付説明書16・18ページ参照）

●フィルターをそうじする。

（10ページ参照）

●窓、給気口を開け、十分な給気を

確保する。

●フィルターをそうじする。

（10ページ参照）

●窓、給気口を開け、十分な給気を

確保する。

●風があたらないようにする。

●修理を依頼する。

●修理を依頼する。

●分電盤のブレーカが「切」に

なっている。

●電球が切れている。

●電球の取り付けが緩んでいる。

●コネクタがはずれている。

●フィルターが汚れて目詰まりし

ている。

●外からの給気が十分でない。

●フィルターが汚れて目詰まりし

ている。

●外からの給気が十分でない。

●エアコンや窓からの風があたっ

ている。

●屋外のベントキャップの防鳥網

が目詰まりしている。

●屋外の防火ダンパーが閉じて

いて、排気されない。

●スイッチを入れてもファン・

照明の電源が入らない。

●ファンがまわらない。

●照明がつかない。

●異常音がする。

●吸い込みが悪い。

症　状 考えられる原因 処　置
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補修用性能部品の最低保有期間

当社は、この換気扇の補修用性能部品を製造打切後６年保有しています。
(補修用性能部品とは、その後の機能を維持するために必要な部品です。)

アフターサービス（必ずお読みください）

修理を依頼されるときは 出張修理

13ページに従って調べていただき、なお異常のあるときは、ご使用を中止し、必ず分電盤のブレーカを
切ってから、お買い上げの販売店にご連絡ください。

品 名

型 名

お買い上げ日

故障の状況

ご 住 所

お 名 前

電 話 番 号

訪問ご希望日

このような症状のときは、
故障や事故防止のため、
ブレーカを切り、必ず販
売店に点検・修理をご相
談ください。

愛情点検 ★長年ご使用の換気扇の点検を

ご使用の際、
このような
症状はあり
ませんか？

● スイッチを入れても、動かない
ときがある。

● 運転中に異常な音や振動がある。
● 焦げ臭いにおいがする。
● その他、異常・故障がある。

ご使用
中 止

型名表示

修理料金の仕組み

ペンダントスタイルファン

　　　　年　　　月　　　日

できるだけ具体的に

付近の目印なども併せてお知らせください。

ご連絡していただきたい内容

お買い上げの際に記入しておくとサービスを依頼
されるときに便利です。

お願い

ペンダントスタイルファンの

型名は、本体上部側面に

表示してあります。

ご不明な点や修理に関するご相談は

修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

● 製品の保証期間は、お買い上げ後、取扱説明書、本体貼付ラベルの注意書に従った正常のご使用状態
において１年間です。ただし、次の場合には保証期間内でも有料になります。

(1) 火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変、異常電圧等不慮の事故により生じた故障
および損傷。

(2) 使用上の誤り、改造等による故障および損傷。

● 修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。

● 技術料は、診断・故障箇所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検などの作業にかか
る費用です。

● 部品代は、修理に使用した部品および補助材料代です。

● 出張料は、お客様のご依頼により、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。
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廃棄処分について

● この商品を廃棄処分される場合は、必ず公的な許可を受けている処理業者にご依頼ください。

当社および当社関係会社（以下「当社」）は、お客様よりお知らせいただいたお客様の氏名・住所などの

個人情報（以下「個人情報」）を、下記の通り、お取り扱いします。

１．当社は、お客様の個人情報を、当社製品のご相談への対応や修理およびその確認などに利用させて

いただき、これらの目的のためにご相談内容の記録を残すことがあります。

　　なお、修理やその確認業務を当社の協力会社に委託する場合、法令に基づく義務の履行または権限

の行使のために必要な場合、その他正当な理由がある場合を除き、当社以外の第三者に個人情報を

開示・提供いたしません。

２．当社は、お客様の個人情報を、適切に管理します。

３．お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。

お客様の個人情報のお取り扱いについて

※ 消費電力はファンのみ使用の場合です。照明の消費電力は含まれておりません。（照明の消費電力＝240Ｗ）

電力、風量、騒音の測定はJIS C9603による。

騒音・風量の記載値は実際の使用条件では変化しますのでご了承ください。

製品の仕様は、性能向上などのために予告なしに一部変更することがあります。

仕　様

型　名
定格電圧

ノッチ
定格周波数 消費電力 風量(m3/h) 騒音 製品質量

(V) (Hz) (W) 0 Pa 100Pa (dB) (kg)

強
50 90 430 320 39.5

30

P-CLシリーズ 100
60 100 405 330 39.5

弱
50 47 260 − 32.0

32
60 49 235 − 30.0

強
50 90 455 360 39.5

37
K-CLUシリーズ

100
60 105 445 380 39.5

K-CLUJシリーズ 弱 50 48 300 − 33.5
39

60 52 275 − 32.0
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